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0
明
治
三
十
四
年

目
月
隔
蒙
　
　
早
起
豊
門
老
師
と
建
摩
大
師
に
拝
を
な
す
。
昨
夜

　
不
眠
、
精
紳
不
快
な
る
に
よ
り
麻
水
の
上
に
敷
曝
し
、
瞭
路

　
に
堀
鴛
を
訪
ふ
。
午
後
睡
眠
。
夜
坐
緯
・

嗣
月
二
爲
　
　
午
前
三
編
。
午
後
桑
原
徴
明
君
遜
り
雅
談
。
夜
坐

　
灘

　
此
日
は
大
に
無
用
に
時
を
消
す

轍
月
三
良
　
　
午
前
坐
縄
。
午
後
山
を
散
歩
す
。
菊
醤
灘
。
十
二

　
時
頃
ま
で
猫
参

一
月
四
日
　
　
午
前
坐
源
。
午
後
少
し
眠
り
て
後
坐
郡
。
夜
坐
騨

　
＋
一
時
孚
ま
で

　
鐵
舟
の
詩

　
　
猫
駕
魏
丸
宇
宙
間

　
　
有
蒔
風
叢
浮
雲
去

鞠
　
月
近
躍
　
　
午
前
両
立
。

　
　
璃
　
　
寵
　
　
抄

　
盤
扶
桑
國
別
無
山

　
繰
出
昏
乱
雪
N
團

午
後
坐
灘
。
夜
坐
縄
、

＋
二
時
牟
奪

頃
で

　
働
堂
に
あ
り
未
透
の
蒋
が
轟
く
る
恥
辱
を
思
ふ
て
大
に
感
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

隣
月
六
霞
　
　
午
前
坐
騨
。
争
縁
坐
縄
。
今
村
次
七
に
逢
ふ
。
夜

　
坐
十
一
時
頃
ま
で
。
榎
戸
來
宿
．

　
　
此
夜
和
術
の
膿
へ
招
か
れ
話
を
き
く
。
参
備
騨
の
一
要
は
蟹
地
の

　
辛
苦
に
あ
り
、
人
柱
幅
広
を
以
て
他
に
賛
せ
ん
と
欲
す
恵
大

　
強
る
誤
な
り
。
墨
縄
の
眼
目
は
生
死
解
…
脆
に
あ
り
、
こ
の
外

　
他
禦
あ
る
な
し
。
余
も
自
省
み
て
大
に
感
ず
る
祈
あ
り

鯛
二
七
日
　
　
昨
夜
眠
ら
れ
す
大
に
不
快
な
り
。
早
朝
腐
心
庵
を

　
購
し
て
餓
宅
、
年
賀
献
を
書
す
。
心
身
大
に
疲
勢
ぜ
る
を
蝿

　
ゆ

　
夕
に
U
Φ
・
口
磐
旨
鷺
答
を
訪
ふ

蝋
月
八
日
　
　
午
前
湯
に
入
る
。
午
後
年
賀
廻
を
敷
す
。
夜
は
ホ

　
ー
ソ
ル
ン
を
少
し
く
諜
し
早
く
鰻
に
つ
く
。

　
逢
坂
謡
う
洗
心
庵
に
入
る
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



19蔓

　
　
　
糎
鰹
・
研
槻
　
錦
三
百
圏
十
八
號

購
黛
〃
九
日
’
　
　
癒
Ψ
校
に
ゆ
く
。
午
後
笠
一
芥
ハ
野
口
、
遊
猟
郡
來
る
、

　
　
佛
敏
密
年
會
に
つ
き
て
Q

　
　
夜
心
理
學
を
よ
む

　
　
山
村
死
去
の
報
來
る
。
棚
木
三
郎
の
手
紙
米
原
よ
り
來
る
。

、
川
澄
十
日
越
　
午
・
前
出
　
校
、
上
田
君
來
一
る
。
午
後
上
灘
君
を
停
璽
・

　
　
場
前
小
松
屋
に
訪
ひ
談
話
二
時
聞
絵
。
そ
れ
よ
り
薗
に
草
鹿

　
　
君
の
宅
に
至
り
高
見
を
呼
び
て
佛
…
敏
青
年
會
の
纂
を
話
す

　
　
夜
露
宅
、
少
し
く
病
氣
に
て
臥
馨
。
柴
宏
氏
來
る
。
そ
れ
よ

　
　
り
起
き
て
談
叙
す

　
久
し
く
欝
坐
せ
す
、
心
中
何
と
な
く
不
穏

一
月
十
隅
日
　
　
午
前
出
校
。
午
後
譲
書
。
夜
誓
書

　
譲
書
の
際
種
々
の
歓
に
び
か
さ
れ
心
訳
し
　
　
　
　
　
、
、
．

“
月
十
二
摂
　
　
午
前
鼠
校
。
午
後
譲
書
。
，
夜
讃
書

幽
月
十
三
霞
　
　
，
午
前
四
時
趨
き
て
灘
…
坐
す
。
朝
食
晶
群
天
氣
に

　
つ
ら
さ
れ
少
し
く
散
歩
す
。
午
前
十
時
頃
月
原
心
理
質
問
に

　
來
る
。
午
後
田
部
鴛
を
訪
ひ
、
藤
井
鴛
と
三
入
に
字
規
の
上

　
な
散
歩
し
、
小
立
野
を
廻
ゆ
て
離
る
。
夜
窺
書

　
午
前
は
可
な
り
し
竜
午
後
は
精
榊
快
晴
な
ら
す

鞘
月
十
四
R
【
　
　
午
晶
溺
六
時
起
必
ざ
て
暫
く
燃
静
坐
す
。
出
校
。
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
譲
書
。
蓬
動
。
夜
警
欝
、
十
時
ま
で

繭
月
十
玉
霞
・
　
午
前
毘
校
。
午
後
聖
書
及
散
歩
。
夜
讃
轡
、

　
坐
　
　
ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
譲
慰
H
の
際
に
は
頻
り
に
ん
急
く
心
趨
り
、
又
名
轡
心
強
ど
俘
ひ

　
て
心
穏
な
ら
す
、
大
に
猛
省
す
べ
し
。
こ
れ
功
な
求
む
る
い

　
や
し
き
心
あ
る
に
よ
る
。
何
ん
ぞ
寒
々
一
哲
概
を
忘
却
し
て

　
　
一
煮
に
酒
六
曲
洛
汝
允
ら
ざ
る

剛
月
十
六
欝
　
　
午
前
六
時
起
き
て
少
し
く
坐
す
、
心
地
稻
漕
し
。

　
出
　
校
。
午
後
誠
鱒
轡
散
歩
。
學
闇
の
事
あ
ま
り
心
を
錨
さ
げ
。

　
夜
譲
書
。
十
時
寝
に
つ
き
眠
る
能
は
す
。
種
汝
の
妄
念
心
を

　
擁
し
て
起
る

轍
月
十
七
爲
　
　
午
前
出
校
。
午
後
會
議
。
か
か
る
時
に
は
と
か

　
く
隈
劣
の
心
を
雄
．
じ
易
し

　
學
校
に
て
愚
慮
よ
漸
り
「
箇
中
の
稻
息
」
と
去
ふ
書
を
か
り
て

　
護
む

　
ぬ
破
愚
稿
を
作
る
。
燃
騨
坐
、
十
一
時
ぬ
†
ま
で

刷
月
十
八
更
　
　
早
起
翻
坐
一
時
闇
。
嵐
校

　
］
W
目
糞
Φ
同
な
よ
む
。
や
は
む
急
ぎ
讃
む
風
あ
診
、
心
に
欲
多

　
け
れ
ば
な
り

　
翻
　
坐
、
十
一
時
点
ま
で
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軸
月
三
十
臼

　
諸
氏
來
訪
。

一
月
一
二
十
一
臼

　
　
旨
　
　
　
己

　
　
　
　
　
脇
貨

　
　
植
村
定
蜷
氏
櫓
…
に
な
夢
昇
り
と
紫
ふ
。
猛
烈
の
志
感
服
す
。
へ

　
　
し
。
余
の
如
費
は
口
写
眠
坐
藤
を
た
す
。
奮
鋤
ぜ
ざ
る
べ
か

　
　
ら
ず

嘱
月
十
九
艮
　
　
午
箭
毘
校
。
午
後
芋
麺
二
年
生
の
級
會
に
臨
…
む
σ

　
夜
永
順
寺
に
行
き
種
々
話
の
中
遅
く
な
り
…
運
に
一
宿
す

㍗
月
二
十
日
　
　
午
前
訓
引
つ
ど
刺
肩
を
富
む
。
チ
後
頻
に
悪
寒
を

　
感
じ
旧
藩
。
持
川
氏
來
訪
。
戸
賦
君
來
訪
い
京
都
大
學
に
縛
す

　
　
と
雪
ふ

　
夜
に
入
り
磯
回
甚
し
、
四
十
度
以
上
な
り
〔
し
』
な
ら
ん

騨
月
二
十
隅
霞
i
二
十
六
鶏
　
　
〔
略
、
概
ね
「
病
氣
臥
環
」
と
あ
る

　
　
の
か
ロ
　
、

喘
月
二
十
七
日
　
　
病
無
上
藤
。
丈
熱
く
ら
ぶ
な
ど
よ
む

騨
月
二
十
八
貝
　
　
病
訴
臥
藤
。
百
分
大
分
よ
き
に
よ
り
論
理
書

　
を
よ
む

　
愚
妻
や
よ
ひ
皆
風
に
て
三
分
あ
し
し
と
云
ふ

欄
月
二
十
九
β
　
　
此
臼
よ
り
鷹
を
出
　
づ
〇
三
部
二
年
総
代
と
し

　
　
て
上
野
忠
、
上
野
道
來
一
箸

　
　
　
　
　
　
中
俣
、
ハ
ビ
ラ
ン
ト
、
イ
篇
ン
ケ
ル
、
薦
㈱
井
等

ロ
ジ
ッ
ク
を
よ
む

詠
口
始
め
て
出
校
。

　
抄

午
後
事
書
。
心
せ
く
こ

　
　
と
限
な
し
。
夕
に
逢
坂
來
訪

二
月
脚
目
　
　
出
絞
。
午
後
暗
紅

　
　
夜
獄
ッ
チ
ェ
氏
の
論
理
な
ど
よ
む
◎
醸
せ
く
ζ
と
か
窪
り
傑

　
　
し
。
あ
㌧
我
何
熟
る
愚
者
ぞ
、
か
く
て
は
反
り
て
早
く
解
す

　
　
る
を
得
す
。
共
上
精
細
を
疲
忽
せ
し
め
智
力
の
嚢
達
を
害
せ

　
　
ん

　
　
夜
…
朝
に
と
れ
と
患
ふ
事
も
な
げ
れ
ど
も
何
や
ら
三
時
頃
ま
で

　
　
も
眠
る
を
得
す

　
　
わ
が
心
の
汚
れ
セ
片
時
も
定
ら
ざ
る
様
、
一
数
年
の
工
夫
も
寸

　
　
功
な
く
誠
に
椀
づ
べ
く
嘆
・
ず
べ
し
ゅ

二
月
羅
臼
　
　
出
校
G
争
後
外
出
せ
す
獄
ジ
ッ
タ
を
よ
む
。

　
　
此
夜
談
話
會
あ
り
し
馬
出
席
せ
す

　
　
重
重
豊
門
の
入
薪
に
來
顧
て
余
の
受
持
の
減
ぜ
ち
る
玉
雍
心

　
　
に
か
二
り
て
快
か
ら
す
。
さ
れ
ど
も
こ
れ
も
公
纂
を
ば
あ
ま

　
　
り
に
我
物
顔
に
激
す
と
自
分
が
勉
彊
し
允
し
と
の
私
心
に
出

　
　
つ
る
な
ら
ん

二
月
三
殿
　
　
昨
窺
よ
り
今
日
に
つ
穿
嚢
雪
ふ
わ
寒
甚
し

　
　
咋
濤
の
癖
心
に
か
工
り
て
北
條
先
生
な
訪
ふ
。
不
在
に
て
話

　
　
す
を
得
す
。
騒
坐
し
て
考
ふ
れ
ば
我
等
の
い
か
に
し
て
か
く

　
　
ば
か
り
滑
私
欲
多
邊
や
と
深
く
自
ら
柚
隠
ぢ
、
か
く
の
如
費
事
は

　
　
ど
う
で
も
よ
し
と
思
へ
り
。
さ
れ
ど
も
画
い
て
先
方
の
爵
逓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
2
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暫
學
研
究
　
錦
鷺
　
百
四
十
八
號

　
　
り
に
す
る
も
不
公
畢
な
る
べ
し
。
・
牛
分
し
て
受
持
疫
ば
わ
れ

　
　
愚
か
れ
も
鈍
な
ら
ん
。
あ
す
こ
の
審
先
生
に
話
さ
ん

二
月
四
日
　
　
出
校
。
子
供
病
穣
朱
だ
よ
ろ
し
か
ら
す
。
ご
と
み

　
　
午
後
よ
り
産
氣
を
催
ふ
し
、
夜
十
二
時
置
男
予
無
察
出
産
。

　
　
外
彦
と
古
く

二
月
五
濤
　
　
出
校
。
”
北
條
先
生
に
難
解
の
癬
雪
持
に
つ
き
考
を
話

　
　
す
。
午
後
申
俣
氏
を
訪
ひ
叉
こ
の
事
を
話
す

　
　
入
手
不
足
大
に
困
却

二
月
六
日
　
　
出
校
。
二
年
生
行
軍
に
て
授
業
僅
に
」
時
間
。
午

　
　
後
ボ
サ
ン
ケ
ー
な
よ
む
。
夜
官
ジ
ッ
タ
の
叢
・
縞
…
を
作
る

　
　
本
日
よ
り
何
と
な
く
冊
数
日
の
不
緋
ハ
を
亡
漏
れ
脚
韻
憾
な
り

　
大
丈
夫
何
鰯
も
自
已
の
カ
に
よ
り
他
に
求
む
べ
か
ら
す
∂
哲

　
學
も
功
名
な
ど
の
卑
心
を
離
れ
自
己
安
心
を
本
と
し
、
欝
に

　
研
究
し
、
自
已
の
思
想
を
統
一
し
、
、
自
家
の
安
心
と
一
致
せ

　
　
し
む
べ
し

二
月
七
日
　
　
午
前
出
校
。
午
後
何
事
馬
な
さ
す
。
夜
論
理
の
草

　
稿
を
作
る
。
論
理
も
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
激
ど
の
如
く
と
け
ば
面

　
白
し
。
併
し
愚
問
の
末
に
逢
り
て
安
心
の
本
を
為
る
勿
れ
Q

　
　
福
野
先
生
逝
き
、
先
生
が
野
立
濁
行
、
入
に
よ
ら
ず
し
て
事

　
　
を
な
せ
し
を
思
ひ
深
く
感
ず
る
所
あ
り
。
大
丈
夫
將
に
か
く
・

六
二

　
　
の
如
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
也

二
月
八
塚
　
　
午
前
出
　
校
。
午
後
四
時
年
よ
り
維
新
館
に
て
戸
田

　
　
鱈
の
逡
別
會
あ
り
、
無
邪
氣
の
遊
な
ど
し
て
夜
十
時
過
錨
宅

鴨，

鼬
視
纃
?
　
　
〔
略
〕

二
月
十
日
　
　
午
鵡
七
時
串
頃
戸
田
君
を
下
り
て
停
車
場
に
至
る
。

　
　
同
氏
京
都
大
學
に
遜
任
す
る
な
り
。
雨
声
し

　
　
餓
途
雲
門
老
師
を
訪
ふ
て
種
々
の
話
を
き
く
。
内
親
之
法
を

　
　
授
け
ら
る
。
爾
來
之
を
試
み
ん
と
す

二
月
十
・
繭
鶏
　
　
午
前
八
時
頃
學
校
に
拝
賀
式
あ
り
。
午
後
は
柔
．

　
　
道
の
大
食
に
て
後
に
轡
生
と
共
に
無
才
堂
に
て
夕
飯
を
喫
し
、

　
　
八
時
頃
蹄
宅
　
　
暗

二
月
十
二
臼
　
　
出
校
。
午
後
荘
宅
、
・
論
理
學
を
よ
む

二
月
十
三
貝
　
　
管
理
。
午
後
三
部
三
年
生
と
共
に
御
親
書
を
舞

　
　
す
。
中
俣
氏
の
妻
尺
一
見
舞
　
に
來
る

二
月
十
四
臼
　
　
出
校
。
午
後
入
湯
異
書
等

　
　
大
拙
居
士
丁
よ
り
手
紙
來
る
ρ
衆
生
誓
願
度
を
以
て
安
心
と
な

　
　
す
と
の
語
、
胸
裡
の
爵
潔
大
可
羨
く
。
余
の
如
き
は
日
々

　
　
に
私
欲
の
汲
め
此
の
心
身
を
諭
す
。
漸
塊
汝
π
◎
余
は
道
を

　
　
思
ふ
の
美
髪
…
く
し
て
、
少
赦
の
嵩
め
叉
は
些
々
の
肉
慾
の
爲

　
　
め
道
を
与
る
ζ
と
爲
々
幾
隅
罵
る
を
知
ら
す
。
特
に
今
臼
は

　
　
大
に
誤
れ
り
く
。
今
後
猛
雀
隠
乾
す
べ
し
。
こ
れ
も
一
に
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余
が
克
巳
の
意
力
に
乏
し
費
に
ま
る

二
月
十
五
濤
　
　
午
前
患
校

二
月
十
六
臼
　
　
午
前
出
校
。
午
後
在
宅
、
二
ー
チ
エ
零
を
よ
む
。

愚
　
　
夜
回
心
庵
に
ゆ
蓬
坐
縄
、
逢
坂
潤
る
　
　
　
　
　
　
旨

二
月
十
七
日
　
　
午
敵
在
宅
。
午
後
洗
炭
庵
に
ゆ
き
提
唱
を
き
く
。

　
　
灘
途
桑
原
氏
を
訪
ひ
叉
灘
途
三
竹
辮
を
訪
ふ
。
夜
十
一
時
騨

　
　
館
宅

二
月
十
八
日
　
　
〔
略
〕

二
月
十
九
臼
　
　
午
前
繊
校
。
午
後
好
天
氣
に
よ
り
市
内
を
散
歩

　
　
し
、
待
川
、
堀
内
二
氏
を
訪
ふ
。
皆
不
在
。
山
気
。
奥
田
寛

　
　
太
畝
岬
漏
る
コ
夜
轟
仕
宅

　
　
北
悠
附
先
生
の
話
に
よ
り
山
王
∴
君
へ
戸
田
君
を
紹
介
す

　
　
余
は
二
女
宗
敏
心
の
微
弱
な
る
を
塊
ぢ
ざ
る
な
し

二
月
二
＋
朧
．
鶏
、
二
＋
ご
・
日
　
〔
略
〕

二
月
二
十
三
鶏
　
　
、
午
誼
露
呈
。
午
後
薗
に
誠
禽
に
趣
き
、
夜
っ

　
　
穿
き
て
永
順
寺
の
會
を
催
す
。
杉
森
、
石
燈
二
母
野
る

二
月
二
十
四
霞
　
　
此
田
よ
り
接
心
始
ま
り
洗
心
計
に
止
宿
す

二
月
二
十
五
賢
　
　
午
前
禺
校
。
此
臼
態
次
郎
方
渡
漫
借
金
の
爲

　
　
執
達
吏
の
封
印
を
う
く

三
月
二
日
　
　
四
日
に
て
接
心
了
る
。
擁
ま
で
眠
ら
す

三
月
＝
百
　
奇
前
騨
宅
。
薗
に
牧
野
、
石
斑
を
訪
ぴ
て
潟
茨
郎

　
　
　
H
　
　
　
巳
　
　
　
蛮

　
　
　
　
　
　
轟
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
亨

　
　
方
の
件
に
つ
き
依
倒
す
。
午
後
三
部
愈
に
ゆ
く
。
夜
牧
野
氏

　
　
來
訪

㎜二

似
?
霞
　
　
午
「
館
…
出
校
。
午
払
後
生
徒
風
紀
上
の
…
件
に
つ
き
校
長

　
　
の
演
設
あ
り
。
入
湯
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

三
月
五
明
　
　
㌦
午
前
嵐
校
。
覆
石
川
講
0
宅
に
中
杉
氏
と
禽
す
。

　
、
此
夜
語
は
大
に
欲
の
爲
に
野
立
を
失
ふ
．

鯛二

侍
Z
臼
　
　
稲
漏
則
出
」
校
。
夜
に
入
り
士
口
岡
民
が
不
編
親
切
弛
る
を

　
　
悟
り
、
九
時
渦
石
坦
需
を
訪
ふ
て
中
杉
弐
へ
依
韓
す

　
　
石
用
蝿
打
磯
の
纂
を
き
玉
大
に
猛
省
し
深
更
ま
で
眠
ら
す

襯
二
月
七
臼
　
　
午
前
出
校
。
午
後
絞
信
認
の
會
議
あ
り
。
夜
三
野

　
　
高
橋
氏
來
る
。
牧
野
氏
淺
井
を
訪
ふ
て
延
期
の
事
を
決
す
。

｝
　
期
E
迫
り
大
に
心
配
す

三
月
八
高
　
　
午
蘭
黒
椀
。
天
氣
快
晴
。
午
後
に
立
野
を
倣
歩
す
。

　
　
夜
山
高
橋
氏
酵
蹄
宅
。
一
同
氏
よ
り
二
百
図
を
か
る

三
月
甑
汎
日
　
　
難
い
前
出
校
Q
午
後
鹿
宅
、
一
持
川
來
る

　
　
山
枚
洗
心
庵
に
て
夜
坐
の
規
則
を
定
む
。
、
雲
門
老
師
蕪
阿
萎
を
馳

　
　
走
ぜ
ら
る

三
月
十
日
　
　
午
前
愚
次
郎
と
石
川
君
を
訪
ふ
。
午
後
石
川
飛
中

　
　
杉
氏
と
共
に
來
る
。
懸
次
鄭
中
杉
と
瀧
井
を
訪
ふ
。
余
石

　
　
川
鴛
と
金
谷
館
に
趣
豊
黒
門
老
師
の
提
唱
を
豊
く
。
　
そ
れ

　
　
よ
り
奪
門
彰
獅
と
共
に
．
桑
原
氏
の
宅
に
ゆ
琶
、
夜
九
時
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
蕊
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誓
墨
研
究
　
鑓
黒
円
㎎
十
八
號

　
　
麟
宅

三
月
十
網
巳
　
　
早
朝
石
川
君
を
訪
は
ん
と
欲
す
。
反
〔
つ
匂
て

　
　
石
川
…
君
感
心
せ
ら
る
。
乃
〔
ち
〕
二
百
殿
を
渡
す
。

　
　
午
菰
購
出
綜
ハ
例
一
の
如
し
Q
午
後
石
川
君
架
訪
、
藁
薦
次
郎
の
一
件

　
　
落
藩
　
　
・

三
月
十
二
資
　
　
午
前
出
　
校
。
．
午
後
警
寝
。
夜
論
理
を
草
す
。

　
　
、
西
田
勇
よ
り
お
富
檬
死
去
の
報
來
る
　
　
　
●

三
月
十
三
日
　
　
午
前
繊
校
。
悟
後
石
川
君
來
る
。
夜
狩
野
氏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
り

　
　
大
浦
屋
に
訪
ふ
　
　
　
　
・

三
月
十
二
屑
　
　
午
前
出
　
狡
。
午
後
に
湯
に
入
り
髪
を
切
る
、
心

　
　
地
よ
し

　
　
愚
次
郎
子
供
生
る

三
月
十
五
日
　
　
午
前
出
校
、
午
後
在
宅
、
何
纂
竜
な
さ
す
。

　
　
余
伽
貰
に
脳
黙
へ
篇
に
時
臼
を
徒
費
す
る
の
弊
あ
り
、
不
活
瀞
…
の
致

　
　
す
所
な
り

　
　
三
食
の
外
閑
食
す
べ
か
ら
す

　
　
藤
本
よ
り
鵜
幽
次
〔
郎
の
子
を
隷
一
ち
母
御
る
、
暫
く
預
け
る
慕
と
な

　
　
す

三
易
十
穴
日
　
　
午
前
出
校
。
午
後
高
橋
氏
と
懲
次
郎
に
逢
ひ
、

　
　
そ
れ
よ
の
洗
心
庵
に
ゆ
く

幽二

誌
¥
七
日
　
　
午
晶
削
由
薗
見
憲
小
る
っ
午
後
二
時
前
よ
り
佛
勲
髄
青
年
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
田

　
　
に
趣
く
。
余
躍
等
の
希
酵
玄
の
通
り
備
町
敏
育
年
愈
は
萬
端
波
佐

　
　
場
に
て
3
1
受
け
る
導
と
な
る

　
　
そ
れ
よ
り
薩
に
洗
心
庵
に
ゆ
を
戒
を
う
け
、
寸
心
居
士
の
號

　
　
を
鷺
謡
門
老
師
よ
り
賜
は
る

三
月
十
八
霞
　
　
午
前
餌
校
、
午
後
欝
寝
。
石
頬
君
臨
訪
、
共
に

　
　
懸
次
郎
宅
に
ゆ
き
刀
翻
を
見
る
。
三
竹
講
來
わ
懸
次
鄭
ど
四

　
　
人
に
て
酒
を
の
み
姥
照
を
食
ふ

三
月
十
九
日
　
　
〔
略
〕

三
月
二
十
日
　
　
午
前
患
校
。
午
後
何
纂
も
叛
さ
す
。
榎
戸
に
有

　
　
敷
メ
タ
ル
の
事
を
話
す
。
有
馬
に
蒋
敷
メ
タ
ル
を
渡
す

三
月
二
十
一
臼
、
二
十
二
熾
．
　
〔
略
〕

三
月
二
十
三
日
　
　
午
穂
洗
心
庵
に
ゆ
か
ん
と
し
て
思
は
す
驚
寝
。

　
　
ユ
ン
ケ
ル
氏
の
嚢
…
君
來
る

　
　
午
後
洗
心
証
に
ゆ
肇
夜
十
時
泄
牒
宅

　
　
巻
師
「
明
縫
東
京
に
館
立
す
と
云
ふ

　
　
寸
陰
寸
壁
む
だ
を
す
る
た

　
　
此
の
肉
身
［
を
放
棄
ぜ
よ

三
月
二
十
四
目
－
　
午
前
中
目
君
を
訪
ふ
て
出
照
の
報
を
話
す
。

　
　
午
後
睡
眠
。
凌
西
郷
の
簿
を
よ
む

　
　
此
日
大
手
な
し



199

三
月
二
十
五
β
　
、
午
前
禺
校
。
問
題
を
す
る
。
學
科
長
會
議
あ

　
　
り
。
俸
給
を
受
取
家
る
。
心
得
稔
な
ど
出
　
す
。
午
後
愚
次
郎

　
　
振
り
子
供
の
爲
翼
な
と
り
な
ど
す
。
天
氣
よ
く
心
地
よ
し
。

　
　
菓
子
を
食
ひ
適
す

　
　
薄
暗
き
ラ
ン
プ
の
下
に
一
蒙
膳
を
並
べ
て
食
す
ゆ
何
と
な
く

　
床
か
し
。
人
影
の
釜
樂
は
高
塵
に
あ
ら
す
風
景
に
あ
ら
す
、

　
　
喉
無
慕
第
常
の
中
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
Q
・
）
　
　
　
　
　
”

　
　
月
美
に
天
清
し
。
夜
錬
兵
場
を
散
議
す

鞘二

雌
�
¥
由
ハ
日
　
　
．
本
R
門
よ
り
第
一
一
學
期
試
験
始
・
ま
る
O
　
外
「
h
q
は

　
　
…
瓢
部
三
年
に
チ
ェ
ー
ヘ
ン
を
略
無
向
…
す
。
午
後
黙
個
数
を
つ
一
汀
る
。

　
　
天
氣
よ
嚢
に
よ
り
散
歩
す

一二

雌
�
¥
七
環
　
　
ヘ
ツ
償
は
三
踊
貯
二
年
の
試
験
な
り
。
島
干
後
は
鮎

　
　
数
な
つ
け
る
。
夕
に
団
露
原
な
訪
ふ
、
不
廠
。
月
色
絶
俵
な

　
　
り

　
　
O
げ
費
賊
一
。
騨
Φ
O
o
冠
画
客
か
ハ
実
の
櫨
皿
を
よ
む
。
決
轡
燃
し
た
る
入

　
・
の
い
か
に
縞
織
き
庵
の
也

　
　
爾
一
菓
を
知
ら
す
胃
底
を
解
せ
ざ
る
を
恥
と
し
て
、
　
一
邪
念
「

　
　
を
去
る
能
は
ざ
る
を
恥
と
せ
ざ
る
か
　
　
・
庶

三
月
二
十
九
霞
　
　
此
臼
に
て
余
の
試
…
購
…
を
終
　
る
。

　
　
　
　
　
（
で
・
）

　
午
後
は
試
験
を
つ
け
る

難
　
　
魏
　
　
抄

　
　
ミ
入
・
サ
タ
ン
よ
り
こ
Q
㌶
欝
霞
》
6
凶
h
Φ
急
陶
①
甕
訟
及
び
騨
①
負

　
　
O
o
犠
な
盛
り
盗
る
。
ス
ト
ー
カ
ー
氏
の
華
督
傅
面
白
し

脚二

試
O
十
臼
　
　
こ
の
臼
は
浦
井
君
の
助
を
な
せ
り
。
戸
出
鱈
來

　
　
る
。
午
後
は
石
川
君
を
訪
ひ
、
洗
心
癖
に
ゆ
き
、
露
路
に
堀

　
　
購
を
訪
ふ

　
　
夜
は
北
條
先
生
．
の
宅
へ
…
四
竹
鱈
と
北
ハ
に
ゆ
き
て
學
校
の
廓
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
ど
談
ず
　
　
　
・

一二

氏
°
r
十
轄
碍
　
　
午
静
黙
戸
照
鱈
來
り
、
墨
・
問
に
獄
…
楽
な
る
人
な

　
　
る
故
互
に
話
庵
あ
ひ
醐
潔
し

　
　
午
後
は
永
順
寺
に
ゆ
塗
夜
逓
く
齢
宅

匹
月
鵜
霞
　
　
午
醗
桑
原
氏
の
ネ
・
息
煎
る
、
そ
れ
よ
り
洗
心
庵
に

　
　
入
る

四
月
二
日
　
　
此
臼
午
後
焦
心
庵
に
桑
原
氏
邊
別
の
會
を
目
す

四
月
五
β
　
　
此
夜
は
自
分
が
一
生
の
恥
を
自
白
し
、
身
を
投
じ

　
　
て
滲
ぜ
り

四
月
六
日
　
　
此
日
夜
十
二
時
顎
三
宅

四
月
七
濤
　
　
此
日
は
顯
附
を
な
す
。
午
後
は
ハ
ビ
ラ
ン
ト
及
び

　
　
サ
タ
ン
嬢
を
訪
ぴ
｛
示
敏
の
話
な
轍
す

　
　
サ
タ
ン
よ
り
侵
σ
毒
σ
脅
“
臼
ぽ
O
鰐
圃
終
◎
晒
綴
陣
逼
・
仲
。
藁
嚇

　
◎
U
帥
毛
蓉
♪
　
Z
跨
鐸
吋
Φ
鈴
｝
偽
尉
紳
び
一
Φ
を
か
る
。

　
暮
に
ハ
ピ
ラ
ン
｝
、
湯
月
、
村
上
と
天
徳
院
に
倣
歩
す

六
置
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哲
攣
研
究
　
籍
三
百
四
十
八
、
號

四
月
八
B
　
　
壮
重
よ
り
學
校
始
ま
る
。
楽
…
内
止
手
り
て
時
間
劇
剛

　
　
の
攣
更
あ
り
　
　
　
　
　
㌦

　
　
阜
・
朝
は
幽
す
。
午
後
三
夜
は
財
燗
に
百
雷
も
な
翻
す
。
奥
M
川
へ

　
　
手
紙
を
欝
す

囚
月
九
B
　
　
此
厩
學
校
絡
り
て
後
轟
聯
内
君
の
款
任
意
、
武
藤
先

　
　
生
の
逡
加
燗
式
及
び
北
條
校
畏
が
馨
墨
・
部
畑
掬
立
に
つ
き
て
の
演

　
　
醗
あ
り
。
そ
れ
よ
り
堀
君
と
共
に
武
藤
氏
を
訪
ひ
三
共
に
宣

　
　
敏
師
ブ
ル
峯
ソ
を
訪
鳶
ブ
ル
ト
ン
は
余
が
古
き
圧
入
な
り

四
月
ナ
藏
…
十
三
霞
　
　
〔
略
〕

四
月
十
匹
臼
　
　
午
前
探
書
（
ウ
ン
ト
倫
理
學
）
。
午
恥
後
散
歩
、
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覇

　
　
部
鴬
を
訪
ふ
。
夜
在
宅

四
月
十
五
臼
一
十
七
目
　
　
〔
路
〕

目
塞
十
八
環
　
　
此
日
は
學
校
の
紀
念
臼
に
し
て
八
時
禺
校
、
式

　
　
睡
り
て
生
徒
真
舳
會
を
催
す
。
劔
…
逼
、
柔
道
、
弓
術
…
、
相
撰

　
　
べ
ー
ス
ボ
『
ー
ル
あ
う
。

　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
揮
…
鋤
家
｝
連
ゐ
甲
一
學
㎝
校
の
授
業
を
か
き
て
第
三
ヘ
マ
ッ
チ
に
ゆ
か

　
　
ん
と
す
。
校
長
よ
り
の
依
囑
に
て
之
に
奔
走
す
。
夜
石
川
、

　
　
蒲
原
爾
君
と
有
馬
、
榎
戸
、
大
橋
、
林
逃
小
林
、
編
垣
を
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
ぴ
て
論
叢
す
っ
ボ
ー
ト
の
喪
中
に
ゆ
く
こ
と
に
し
て
話
を
ま

　
　
と
む
’

四
月
十
九
日
　
　
午
前
萬
校
。
午
後
は
休
叛
り
。
午
前
校
長
の
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
　
を
訪
ふ
て
咋
臼
の
緒
果
を
報
・
ず
、
　
（
余
は
昨
欝
の
好
結
薩
州
を

　
　
思
ふ
て
喜
ぶ
念
あ
り
、
誠
に
野
卑
の
心
根
漸
密
々
汝
）

　
　
午
後
森
内
、
」
中
目
爾
露
登
る
。
桑
原
氏
の
霜
露
來
る
。

　
　
夜
逢
坂
、
山
崎
二
三
來
り
宗
敏
上
の
話
な
な
す
、
稗
干
す
る

　
　
所
多
し

　
　
散
髪

四
月
二
十
日
　
　
午
前
出
校
。
此
臼
校
長
東
京
に
言
立
す
。
此
日

　
　
は
皇
室
部
の
大
抵
あ
り
、
さ
れ
ど
馬
余
は
ゆ
か
す

　
　
夜
洗
心
庵
に
ゆ
く
、
塗
縄
せ
す
．

酉
月
二
＋
百
　
此
撃
墜
早
舞
期
し
て
學
校
門
前
藁
合

　
　
し
、
岡
志
十
激
名
と
倉
ケ
…
獄
に
の
ぼ
る
o
h
同
行
者
、
巾
・
目
、

　
　
森
内
周
湯
月
、
田
部
、
永
順
寺
の
生
徒
、
外
官
名

　
　
山
上
に
の
ぼ
れ
ば
饗
や
輩
・
に
て
色
ど
れ
る
㌍
原
の
中
を
白
く

　
　
手
取
川
の
蕉
覧
る
・
頗
る
好
叢
り
。
．
血
路
大
婆

　
　
見
る
。
大
岩
の
…
ト
に
深
水
を
湛
ふ

　
．
夜
水
溜
町
に
ゆ
く

四
月
二
十
二
欝
　
　
、
午
前
韻
校
。
午
後
在
宅
譲
書

醗
月
二
士
言
　
死
日
午
前
七
畦
三
校
蓬
農
場
に
濾
し
て
高
松

　
　
地
方
に
向
っ
て
竹
軍
の
蹴
出
畿
す
。
津
幡
ま
で
汽
車
に
乗
り

　
　
そ
れ
〔
よ
り
」
歩
行
す

　
　
余
煎
り
恥
じ
て
楚
よ
り
、
共
近
火
の
瓶
鵡
ひ
金
＝
面
を
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豫
る
。
そ
れ
よ
り
高
橋
を
も
訪
問
す
。
家
主
不
在
な
り

　
　
天
為
極
め
て
疇
”
朗
、
閑
に
故
村
を
す
ぐ
。
坐
〔
ろ
〕
に
今
昔

　
　
の
感
に
堪
へ
す
。
夜
は
高
松
の
仁
科
と
蓉
ふ
家
に
宿
す
。
同

　
　
宿
漕
は
霧
村
及
〔
ぴ
〕
同
君
の
助
手
及
び
西
諦
央
盛
君
な
り

四
月
二
十
四
貝
　
　
午
前
七
時
出
　
嚢
。
高
松
の
海
芋
に
て
演
習
を

　
　
激
し
、
網
を
ひ
き
、
そ
れ
よ
り
横
由
に
出
て
鍵
飯
を
喫
し
、

　
　
津
幡
よ
り
流
車
に
桑
じ
て
航
る

　
　
聾
ご
雷
恥
寓
ρ
⇔
．
。
。
U
営
曙
を
よ
む

匹
月
二
十
五
日
　
　
牟
煎
入
湯
。
午
後
サ
タ
ン
を
訪
ひ
、
か
り
し

　
　
書
物
を
返
へ
し
、
ス
ト
ー
カ
ル
「
氏
の
ポ
ー
ル
嫁
を
か
り
て
騰
・

　
　
る
。
ポ
ー
ル
の
簿
を
よ
む
に
其
猛
烈
の
黒
鼠
誠
に
感
歎
す
ぺ

　
’
し
、
耶
激
の
今
爾
あ
る
は
蜜
に
か
の
如
豊
人
物
あ
り
し
が
爲

　
　
な
り
　
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
○
げ
騨
娼
葺
曽
昼
な
る
脚
凱
藪
一
師
訪
問
に
叢
る

　
　
閑
思
閑
食
を
省
く
べ
し

閃【

雌
�
¥
山
ハ
ロ
H
　
　
　
午
廿
W
川
山
箇
校

　
　
此
の
勲
…
日
は
鰭
…
榊
怠
惰
…
と
閉
り
釘
事
も
な
さ
ず
、
大
に
㎞
鞭
策

　
　
を
加
ふ
べ
し

四
月
二
十
七
霞
　
　
午
蔚
餌
校
。
午
後
石
川
縣
敏
育
禽
の
求
に
よ

　
　
　
爾
苧
寵
　
　
抄
．

　
　
り
霊
室
に
派
評
し
講
演
を
な
す
。
醜
田
、
加
納
、
麿
瀬
等
の

　
　
侵
入
に
逢
ふ
。
夜
折
り
て
ホ
ー
ソ
ル
ン
を
讃
む

四【

P
〃
二
十
・
八
日
　
　
午
髄
何
纂
“
も
な
さ
す
。
歴
丁
後
一
ア
・
ハ
ヴ
ィ
ル

　
　
ラ
ン
ド
を
訪
ふ
－

四
月
二
十
九
臼
　
　
午
前
出
狡
。
午
後
チ
ヤ
プ
マ
ン
、
ウ
ェ
ル
ポ
‘

　
　
ー
ル
を
訪
ぴ
、
そ
れ
よ
り
森
内
君
を
訪
ふ
。
余
は
発
日
窟
ハ
に

　
　
精
淋
堕
落
の
極
に
陥
り
し
者
な
り
。
夕
に
榎
戸
來
り
京
都
の

　
　
察
凡
て
余
の
意
と
違
ふ
。
余
瞳
接
に
三
竹
を
訪
ふ
、
相
談
す
Q

　
　
夜
＋
一
時
頃
露
宅

四
月
剛
二
十
日
　
　
午
前
幽
玄
⑩
高
見
を
呼
び
て
話
す
。
余
は
生
徒

　
　
と
學
校
の
落
す
に
任
ぜ
、
當
食
鳥
結
果
を
見
る
こ
ξ
に
決
心

　
　
す

　
　
由
比
珊
ぞ
よ
り
…
紹
婚
の
報
來
る

　
　
午
後
三
竹
君
來
リ
ボ
i
｝
延
期
ノ
纂
ニ
ナ
ル
ナ
ラ
ン
｝
話
ス

　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

五
月
m
日
　
　
午
前
出
校
。
午
後
、
ミ
ス
・
サ
タ
ン
來
訪
ゆ
夜
高
橋

　
　
氏
來
宿
　
・

曉
坐
、
夜
坐

戒
む
べ
き
者
、
閑
思
、
閑
譲
、
閑
食

〔
欄
外
に
〕
　
罵
躊
簿
影
◎
ノ
5
薯
げ
Φ
鐸
噂

　
　
　
．
朝
一
時
画
塾
二
時
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七

四
坐
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報
學
研
究
　
麟
三
冨
闘
十
八
號

五
月
噸
百
　
午
前
掛
校
。
午
後
書
ヲ
譲
、
、
、
文
ヲ
草
ス

五
月
過
爲
「
　
午
前
八
時
學
校
一
＝
ア
皇
孫
御
降
誕
ノ
観
官
式
ア
ゾ

　
　
授
業
ヲ
休
ム
Q
午
後
水
口
來
訪
…

　
　
余
石
川
君
ヲ
訪
ヒ
生
徒
ノ
企
ユ
ヅ
キ
聞
ク
所
ア
サ
。
三
二
石

　
　
鮭
君
ト
談
シ
、
蒲
療
君
ト
モ
協
議
シ
、
午
後
穏
当
生
徒
ヲ

　
　
・
臼
國
出
七
二
魯
シ
屯
八
昆
勲
麟
…
間
ス
。
操
旧
シ
粗
談
書
画
憾
二
個
概
リ
ク
w
り
。

　
　
村
松
魁
來
訪
ス

五
月
四
旦
　
、
　
ハ
㍗
晶
剛
出
校
Q
午
後
北
條
へ
千
三
ヲ
出
ス
。
山
筆
洗
心

　
　
庵
詣
ユ
ク

五
月
五
日
　
　
午
前
入
湯
、
水
溜
町
『
・
ユ
ク
。
午
後
5
Q
露
覧
暮

　
　
｝
§
霞
ヲ
讃
ム
。
夜
永
順
堂
三
キ
、
來
撃
年
・
り
別
蒙

　
　
ヲ
囲
軒
措
ル
蕪
二
ぬ
疋
ム
。
石
…
川
へ
・
端
澱
禍
ヲ
出
　
ス

五
月
穴
段
　
　
午
・
前
出
以
枚
。
轡
同
見
よ
り
敏
際
貝
審
附
金
の
こ
と
に
つ

　
　
き
要
求
あ
り
。
主
幹
等
の
秤
議
の
結
…
呆
興
ふ
る
は
不
可
と
決

　
　
す
。
午
後
准
宅
演
算
等
　
曝
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
．

　
　
閑
食
は
暫
く
烹
め
て
見
癒
が
左
程
に
苦
し
か
ら
す
。
　
一
週
聞

　
　
に
て
も
翼
に
行
ひ
う
る
こ
と
は
…
数
年
も
行
び
う
る
も
の
と
億
…
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
余
鞭
何
故
に
苦
心
し
て
正
に
從
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
聡

　
　
念
は
票
数
學
の
公
理
の
如
く
に
掌
｛
田
の
山
く
法
な
り
。
再
が
之
競

　
　
曲
げ
ん
と
し
乱
れ
ば
と
て
曲
ぐ
べ
き
に
あ
ら
・
ず

六
八

　
　
閑
導
電
愚
を
戒
む
べ
し

　
五
月
七
臼
　
　
午
前
出
　
校
。
高
見
に
害
附
金
募
集
不
可
の
こ
と
を

　
　
翻
す

　
　
然
れ
ど
も
余
の
精
肉
は
ち
と
ま
っ
し

　
五
月
八
欝
　
　
午
前
繊
校
。
午
後
在
宅
。
筏
高
見
、
小
林
來
り
京

　
　
撚
W
ノ
返
窺
一
ヲ
出
シ
、
琳
小
国
撒
巳
ノ
蹴
呪
融
珊
ヲ
陳
ズ
。
余
モ
之
ユ
筒
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
情
ヲ
表
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
月
九
五
　
　
．
干
革
岡
出
　
校
、
午
後
有
馬
煎
り
榎
戸
ノ
爲
二
本
ズ
。

　
　
次
エ
ウ
ユ
ル
ボ
ー
ル
ン
、
チ
ャ
プ
マ
ン
茶
出
。
次
一
二
二
竹
君

　
　
來
黒
川
、
圭
幹
會
議
ノ
結
果
ヲ
聞
ク
。

　
　
夜
∪
Φ
鋼
勲
く
坤
目
三
白
に
招
か
る
。
杉
森
、
中
翼
、
田
部
、

　
　
中
野
、
長
崖
、
茨
木
愚
周
U
じ
。
鼎
樫
女
の
游
…
を
撫
し
三
囲
時
頃

、
　
灘
宅

五
月
十
霞
　
　
午
晶
朋
田
校
。
此
日
爾
天
一
＝
ア
血
中
ノ
ポ
ー
｝
デ
キ

　
　
ズ
、
此
．
慕
エ
ツ
キ
種
々
考
フ
ル
解
ア
リ

　
　
夜
ハ
爾
洲
傳
ヲ
譲
ム

五
月
＋
百
　
午
前
繊
校
。
此
β
天
陰
レ
ド
ぞ
爾
降
ラ
ズ
・
尋
．

　
　
寧
ノ
競
漕
成
立
ス
。
夜
洗
心
庵
二
行
ク

五
月
十
二
羅
　
　
三
日
ボ
ー
ト
の
競
漕
を
行
ふ
に
よ
り
朝
六
時
に

　
　
家
を
幽
づ
。
大
野
に
つ
き
し
は
八
時
頃
な
り
き
。
始
は
雨
模

　
　
嫌
な
り
し
が
漸
々
に
天
業
よ
く
菰
炉
疫
り
。
余
青
組
の
掛
な
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り
き
。
液
八
時
頃
麟
宅
．

　
　
此
頃
酉
本
願
寺
の
近
傍
ば
火
玉
あ
り
。
少
し
喉
油
分
あ
し
き

　
　
に
よ
り
早
く
寝
に
つ
く

五
月
十
三
溝
　
　
帰
詣
よ
し
。
學
校
は
休
な
れ
ば
朝
遅
く
暑
く
。

　
　
午
前
少
し
く
讃
轡
す
。
竿
後
は
孔
門
老
師
を
訪
ふ
。
夜
三
宅

　
　
少
太
郊
氏
來
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぜ

　
　
余
は
縄
を
始
め
て
よ
り
数
年
、
一
進
一
退
何
の
得
る
な
し
。

　
　
騰
ハ
に
嬬
…
面
・
の
粥
憧

五
月
十
四
臼
　
　
午
前
出
校
。
午
後
在
宅
、
羅
馬
書
を
よ
む
。
桑

　
　
原
寂
る
。
夜
ち
よ
つ
と
永
順
寺
に
ゆ
ぎ
、
競
り
て
叉
四
四
マ

　
　
書
一
篇
を
よ
む
．

　
　
京
都
の
競
技
は
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
四
ッ
に
て
勝
負
癒
し
。

’
　
剣
道
も
あ
ま
り
よ
ろ
し
か
ら
す
。
柔
道
も
ま
け
、
小
釧
負
傷

五
月
十
八
日
　
　
〔
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

五
月
十
九
臼
　
　
此
日
天
氣
瞬
期
。
墨
校
紀
員
十
数
名
と
河
北
潟

　
　
に
ゆ
費
ボ
ー
｝
を
こ
ぐ
。
麟
路
雨
に
逢
ふ
　
　
　
　
　
　
　
’

五
月
二
十
日
　
　
〔
略
〕
　
　
　
　
　
ド

五
月
ニ
ナ
一
日
　
　
婦
警
出
校
。
午
後
予
言
會
議
あ
り
｛
校
長
よ

　
　
り
校
長
愈
議
の
結
果
を
報
ず
、
つ
Ψ
費
て
京
都
行
学
徒
に
窃

　
　
附
金
を
警
備
ふ
る
や
否
に
つ
．
魯
議
論
あ
り
、
班
ハ
へ
瀞
ご
る
こ
と
に

　
　
決
す
。
余
論
に
之
を
遺
憾
と
敷
す

　
　
　
日
　
　
氾
　
　
少

　
　
　
　
　
　
　
　
才

五
月
二
十
二
』
負
　
　
午
前
韻
校
。
夜
掴
鞠
逸
語
敏
師
の
禽
晶
議
あ
り
。

　
　
席
上
端
敵
く
も
余
が
京
都
行
生
徒
に
つ
費
話
し
拠
る
に
よ
り
、

　
　
再
審
議
の
議
起
る

五
月
二
十
三
日
　
　
午
萌
嵩
校
。
午
後
高
見
を
呼
び
話
す
所
あ
り

五
月
嗣
↑
↑
四
渦
　
　
午
晶
闘
由
出
絞
。
此
臼
プ
リ
ド
レ
ソ
ー
ア
ル
鱒
轡
店
へ

　
　
逡
金
す

五
月
二
＋
隠
宅
　
午
前
出
校
。
此
臼
永
順
寺
生
徒
と
爲
貢
を
と

　
　
る
。
夜
永
順
寺
に
ゆ
く
。
北
條
、
三
竹
、
杉
森
、
堀
、
撒
氏

　
　
も
薫
る
。
快
談
深
更
に
及
．
び
、
終
〃
ウ
に
生
徒
校
歌
を
…
畝
ふ

．
置
月
二
十
六
賢
、
　
午
前
八
時
よ
り
己
書
画
魯
の
生
徒
と
山
に
ゆ
く
9

　
　
午
後
匹
時
蟹
露
宅

五
月
二
十
七
濤
　
　
午
償
は
例
一
の
通
り
続
続
に
ゆ
く
。
午
後
は
少

　
　
し
く
眠
り
て
後
ウ
ン
ト
の
論
…
理
書
を
よ
む
。
帰
心
次
郎
の
皐
｝
に

　
．
ゆ
き
「
海
の
も
し
」
に
つ
き
き
玉
躍
る
に
、
怪
し
き
所
あ
る

　
　
に
よ
り
心
安
か
ら
す
。
得
園
を
訪
ふ
て
之
を
質
オ
。

　
　
森
内
君
來
訪
、
不
在
。

　
　
余
は
三
十
数
日
來
・
の
精
紳
の
怠
惰
何
と
も
云
ひ
難
し
。
呼
か

　
　
の
如
く
に
し
て
月
日
を
す
ぐ
さ
ば
、
何
の
日
か
大
志
を
晒
す

　
　
る
の
期
あ
ら
ん
や
、
猛
取
々
．
々

五
月
二
十
八
日
　
　
午
鶴
出
校
。
午
後
器
官
論
議
あ
り
て
午
後
九

　
　
時
頃
に
及
び
漸
く
生
徒
に
寄
附
金
を
興
ふ
る
こ
と
に
決
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九

σ
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哲
轍
研
麗
　
第
三
買
置
十
八
號

　
　
そ
れ
よ
り
北
條
先
生
の
宅
を
訪
ふ
、
夜
二
時
頃
瞬
宅
。
ζ
の

　
　
　
　
　
　
げ

　
　
日
先
生
余
が
迎
撃
・
に
零
し
問
ふ
所
あ
り
、
余
は
先
づ
學
聞
な

　
　
な
さ
ん
と
答
ふ

五
月
二
十
九
目
　
　
午
前
出
　
校
、
午
後
在
宅
。
夜
蒲
原
鴛
と
北
條

　
　
先
生
の
宅
に
曝
し
、
生
徒
を
召
集
し
て
北
條
先
生
よ
り
生
徒

　
　
が
京
都
行
に
關
し
話
す
所
あ
り

五
月
三
十
日
一
三
十
繍
目
　
　
〔
略
U

六
月
置
爵
　
　
午
諮
出
校
、
一
部
二
年
生
に
心
理
學
の
試
験
を
し

　
　
午
後
は
金
谷
卿
槻
に
ゆ
を
樋
門
騨
師
の
鵜
一
構
経
の
提
唱
を
き
く
。

　
　
老
師
歎
ふ
、
い
か
点
る
竈
に
て
も
一
生
之
を
穿
る
入
は
麓
｝
き

　
　
入
な
り
と
。
北
條
先
生
井
伊
描
部
頭
の
墓
を
守
り
し
遽
藤
氏

　
　
の
こ
と
を
話
す

　
　
夜
は
洗
心
庵
に
ゆ
く
、
滲
㈱

閑
食
す
べ
か
ら
す

無
用
の
談
話
す
べ
か
ら
す

散
漫
に
護
書
す
べ
か
ら
す

　
　
〔
欄
外
に
〕
　
遊
次
空
疑
に
馬
此
心
を
失
ふ
べ
剛
ら
す

六
月
二
霞
　
　
午
前
筆
路
書
を
よ
む
。
暫
く
し
て
宮
森
半
盲
訪
。

七
〇

　
　
午
後
三
竹
君
の
宅
に
於
て
己
亥
禽
の
聴
罪
禽
を
な
す
。
余
入

　
　
の
話
を
き
く
毎
に
大
に
恥
つ
る
所
あ
り

六
月
三
臼
　
　
午
前
出
　
校
。
午
㎜
後
山
商
徴
兄
所
罰
の
件
に
つ
き
會
議
あ

　
　
り
。
「
余
が
論
は
自
分
激
が
ら
何
だ
か
発
ら
ぬ
察
を
云
ひ
距
ひ
。

　
　
富
瀬
遷
り
話
を
き
玉
居
り
し
爲
め
由
崎
に
逢
ふ
を
得
す
、
蓮

　
　
憾

　
　
庇
臼
愚
次
郎
方
に
火
事
に
叛
ら
ん
と
す

六
月
酉
臼
　
　
午
睡
出
校
。
午
後
深
田
藤
治
君
來
り
久
し
ぶ
り
に

　
　
て
挟
談
せ
り

六
月
五
爲
　
　
午
前
出
隅
。
午
後
筆
陣
三
年
生
と
共
に
爲
翼
を
と

　
　
る
。
此
夜
中
日
門
、
咽
陽
月
、
余
と
三
入
に
て
ユ
ン
ケ
ル
、
デ
・

　
　
ハ
ビ
ラ
ソ
ド
ニ
人
を
金
谷
館
に
招
き
て
晩
食
を
な
す

山ハ

試
R
ハ
日
　
　
　
　
血
i
晶
刷
購
円
校
O
　
”
此
臼
口
醸
嶋
久
醗
黒
婁
甑
乞
蓮
ふ
始
　
山
穣
深
…
閃
震

　
　
と
北
條
先
生
を
訪
ふ

、
穴
月
七
臼
　
　
午
前
出
　
校
。
夜
態
次
郎
島
田
氏
と
金
城
楼
沁
於
て

　
　
客
を
招
き
て
饗
雁
…
す
。
十
｝
時
騰
宅
、
會
潜
ご
導
入
計

六
丹
八
欝
　
　
午
前
餌
校
。
午
後
在
宅
。
夜
大
島
義
脩
欝
築
澤
に

　
　
つ
嚢
葱
知
己
古
今
亭
に
愈
す

六
月
九
艮
　
　
午
煎
藤
弁
君
の
宅
に
て
近
松
の
講
義
を
き
く
。
午

　
　
後
風
邪
の
氣
味
に
て
臥
す
ゆ
凄
　
寸
と
ハ
ビ
ラ
ン
｝
來
る

六
月
十
鶏
　
　
午
前
出
絞
。
午
後
顯
時
よ
り
失
木
叉
太
郎
君
猫
逸
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よ
ウ
露
魍
せ
る
に
ょ
う
北
條
鳶
村
爾
或
と
之
を
金
谷
館
に
招

「
く

六
月
十
」
日
　
　
事
前
出
校
。
午
後
一
寸
と
チ
ャ
プ
マ
ン
を
訪
ふ

　
　
て
書
物
を
返
す
Q
法
科
三
年
生
と
共
に
撮
篇
。
夜
山
崎
來
る

六
月
十
二
日
　
　
午
前
繊
校
。
午
後
文
科
三
年
生
と
撮
篇
す

六
月
十
五
爲
　
　
牛
後
堀
鱈
の
宅
に
ゆ
き
角
田
毅
來
り
話
し
居
り

　
　
し
か
ば
、
遼
に
洗
心
謄
に
ゆ
か
す

六
月
十
六
資
　
　
酢
煎
…
藤
井
君
の
宅
に
ゆ
巷
近
松
の
曾
根
崎
心
中

　
　
を
讃
了
す
。
繋
に
チ
ャ
プ
マ
ン
と
ウ
エ
ル
ボ
ー
ル
ン
と
よ
り

　
　
招
か
れ
て
行
く

六
月
二
十
目
　
　
午
前
出
狡
。
午
後
永
順
寺
に
ゆ
く
。
夜
秋
月
を

　
　
訪
ひ
、
か
れ
身
を
耶
蘇
敏
に
投
ぜ
ん
と
す
る
に
つ
き
話
す
所

　
　
あ
り

六
月
閏
帆
十
篇
日
　
　
此
口
よ
う
洗
心
耀
に
ゆ
く

山一

雌
�
¥
糠
幽
B
一
　
　
　
此
R
門
編
－
後
瀬
岬
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

六
月
開
手
四
冒
．
此
財
よ
り
墨
年
試
業
始
ま
る
。
午
前
出
校
浦

　
　
井
鱈
の
爲
歴
巣
の
試
験
な
撒
す
。
夜
石
蝋
君
を
訪
ふ

六
月
二
十
五
旨
　
　
午
前
幽
狡
。
三
部
三
年
の
試
験
を
撫
す
。
午

　
　
後
中
目
慰
來
り
夜
三
竹
鴛
謬
る
　
　
　
　
．
・

六
月
二
十
六
偶
　
　
午
前
出
　
校
。
藩
法
一
年
の
試
験
を
激
す
。
午

　
　
径
り
よ
り
夜
に
か
け
て
不
ル
ス
ト
ー
イ
の
緊
舅
Φ
⇔
け
N
Φ
門
ω
o
昌
纂
暫

　
　
　
賢
　
　
寵
　
　
抄
、

　
　
を
よ
み
写
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

六
舟
二
十
七
爲
　
　
午
後
ハ
ビ
ラ
ソ
ト
を
訪
ぴ
、
そ
れ
よ
リ
ダ
ン

　
　
ロ
ッ
プ
を
訪
ぴ
、
そ
れ
よ
り
田
部
艘
鷺
訪
ひ
、
そ
れ
よ
り
森

　
　
岡
を
訪
ふ

六
月
二
十
八
日
　
　
午
前
飛
禽
。
三
部
二
年
の
試
験
を
な
す
コ

　
　
午
後
敏
官
附
議
あ
り

六
月
二
十
九
日
”
　
午
前
出
　
校
、
猫
法
一
年
の
試
験
を
な
す
。
喪

　
　
ミ
ス
・
サ
タ
ン
の
招
に
よ
り
七
時
頃
よ
り
ミ
ス
・
サ
タ
ン
の

　
　
家
に
ゆ
く
。
．
期
す
る
者
チ
ヤ
プ
マ
ン
、
ウ
ェ
ル
ボ
ー
ル
及
び

　
　
青
木
と
云
ふ
士
官
な
り

六
月
三
十
臼
　
　
午
葡
有
馬
、
笠
井
、
小
川
來
る
。
午
後
中
目
君

　
　
を
訪
ふ

　
　
呼
牛
戯
の
日
月
庵
荘
々
の
中
に
す
ぎ
去
り
ぬ
〔
特
に
大
宇
に
て

　
　
欝
す
〕

七
月
甑
環
　
　
午
前
八
時
に
學
校
に
行
て
論
理
の
試
験
を
爲
し
後

　
　
に
心
理
の
講
義
を
な
す

　
　
校
葬
の
依
鰯
…
に
よ
ウ
外
　
闘
門
人
導
師
の
件
　
に
つ
登
上
書
～
君
へ
手

　
　
紙
を
幽
す

　
　
午
後
少
し
．
く
眠
る
。
鈴
鰍
美
雄
來
る
。
午
後
三
時
蜜
よ
珍
永

　
　
順
寺
に
ゆ
く
。
來
一
群
年
の
一
計
叢
に
つ
き
相
諮
…
す
（
候
補
考
上
［

　
　
野
、
奥
田
へ
秋
月
）

七
一
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哲
蝋
研
窟
、
策
蕪
百
工
十
八
號

六
畦
頃
よ
h
γ
香
川
叢
陶
漁
疵
を
招
薬
事
剛
総
踊
先
生
の
㍑
砧
を
き
く
。

永
順
寺
生
徒
と
及
び
來
愈
者
は
明
石
、
石
川
、
角
田
、
森
内
、

田
部
等
。
，
千
ご
時
論
灘
宅
　
　
、
　
　
　
　
．

　
　
余
は
…
錦
嚢
先
生
の
話
に
つ
邊
感
じ
論
る
者
は
、
　
一
瓢
串
少
し

　
．
竜
閑
隙
の
な
か
ウ
し
こ
と
激
り
。
　
一
時
・
の
勇
氣
樵
出
し
う
る

　
　
も
、
こ
の
事
は
魔
に
難
し
。
併
し
人
間
か
く
の
如
く
撒
ら
ざ

　
　
る
べ
か
ら
す

七
月
二
爲
　
　
．
午
前
八
時
山
禺
校
、
　
心
理
學
の
講
義
を
絡
る
。
　
〔
以

　
　
下
略
〕

L
℃
肩
脚
巖
葭
！
1
五
環
　
　
〔
入
箪
賦
験
と
搬
聯
瀦
の
こ
と
冒

七
月
六
縫
　
　
此
醗
に
て
入
営
試
験
を
絡
る
。
午
後
睡
眠
。
五
時

　
　
顕
よ
り
高
齢
寸
、
専
門
爾
校
の
談
話
洞
門
に
趣
く
〇
九
時
頃
齢
宅
、

　
　
譲
書
。
榎
戸
、
丹
治
、
藏
田
來
る

七
月
七
臼
　
　
〔
酪
冒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹

七
月
八
段
　
　
午
前
早
態
、
敬
歩
、
灘
坐
、
心
地
越
し
。
譲
轡
。

　
　
午
後
三
年
生
の
及
小
洛
酬
判
決
會
あ
夢
。
夜
聯
同
見
雍
る

七
月
九
幾
　
　
此
頃
は
維
緯
入
の
謝
手
を
激
せ
り
。
午
蘭
小
川
來

　
　
り
石
想
縣
畢
生
會
の
こ
と
を
話
す
。
藤
田
俊
、
笠
原
亙
り
、

　
　
次
に
丹
ム
偵
、
下
田
、
水
撚
等
三
部
卒
業
生
來
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
午
後
藤
井
熟
籔
寅
子
を
持
ち
來
り
、
次
に
巾
村
、
痛
施
、
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　

　
　
皇
女
る
。
次
に
鈴
木
美
、
池
上
、
藏
朗
縁
る
。
．
夜
柏
原
來
る
。

七
月
十
日
一
十
繍
臼
．
　
〔
略
〕

七
月
十
二
殿
　
　
午
前
八
時
撫
　
校
。
菊
地
文
部
大
阪
來
る
。
午
後

　
　
森
繍
辮
…
來
る
。
ウ
ェ
ル
ボ
ー
ル
を
訪
ふ

七
月
十
聞
一
脚
臼
　
　
　
午
前
多
槻
來
一
る
。
　
ダ
ソ
ロ
ッ
プ
を
訪
ふ
．
午
後

　
　
石
川
辮
來
ゐ
。
藤
田
回
る
。
夜
三
宅
氏
を
訪
ふ
。

　
　
国
⑳
再
団
ご
議
論
日
。
甥
伽
の
傳
を
讃
む
。
此
鐸
桑
源
露
宅
・

七
月
牽
鱈
闘
　
　
午
諮
讃
轡
。
　
午
後
中
目
慰
を
訪
ふ
、
．
U
讐
鑑
－

　
　
彰
O
幡
勲
の
男
暮
鐸
醜
鋤
・
溺
譲
ぎ
こ
駐
娼
貯
鐸
朗
野
津
を
O
昌
簿
を
僧
…
る

七
月
十
五
癖
　
　
　
此
躊
か
丁
前
六
時
繊
校
り
晶
醐
M
四
疾
愉
財
（
利
爲
）
來

　
校
。
×
光
線
を
見
る
。

　
　
根
保
の
欝
に
つ
き
第
二
申
・
攣
に
ゆ
く

七
月
二
十
八
霞
　
　
照
日
午
後
洗
心
庵
よ
り
牝
條
先
生
を
訪
ひ
、

　
　
含
眺
盤
の
件
を
承
講
す

七
月
二
十
九
臼
　
　
此
臼
年
蔚
麟
宅
。
杉
森
氏
へ
手
紙
を
出
す
，

　
　
得
贋
氏
京
都
よ
り
譲
る
。
夜
藤
岡
謝
來
瀞
久
し
ぶ
り
に
て
快

　
　
談
を
叛
す

七
月
三
十
慨
　
　
午
勧
一
寸
學
校
に
ゆ
く
u
書
籍
を
か
る
。
毛
利

　
　
可
久
磯
來
る
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・

七
月
綱
孝
旧
．
濤
　
石
州
、
叢
、
三
竹
戯
書
糞
川
重
叢

　
　
轟
寺
に
入
汐
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八
月
一
日
　
　
緊
急
よ
り
美
揖
正
霊
寺
に
於
て
接
心
魯
を
開
く

八
月
七
日
　
　
血
書
に
て
接
心
會
を
謙
る
。
藤
岡
、
藤
井
、
得
能

　
　
を
美
川
0
餅
米
に
訪
即
ふ
、
午
後
七
時
五
十
分
置
擬
闘
・
に
て
蹄

　
　
宅
　
　
　
　
　
、

八
月
八
臼
　
　
　
午
・
前
鳳
窄
校
に
ゆ
き
書
籍
を
か
玖
來
る
。
午
後
得
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
’

　
　
鴛
來
る

八
月
九
日
　
　
午
陸
続
在
宅
譲
晒
講
粘
午
後
得
軸
聴
君
來
る
、
瀧
ハ
に
エ
ン

　
　
ケ
ル
を
訪
ふ
。
夜
北
條
先
生
を
訪
ふ
。
渡
漫
鴛
に
逢
ふ

八
月
十
日
　
　
午
前
巾
俣
鴛
を
訪
ふ
。
森
内
鴛
へ
手
紙
を
串
す
。

　
　
三
部
三
年
の
倫
理
を
同
君
に
依
托
せ
ん
が
爲
な
り
。
午
後
堀

　
　
君
と
洗
心
庵
に
ゆ
き
費
藏
論
を
校
正
す
。
湿
土
輔
、

「
　
こ
と
み
病
氣

八
月
十
鯛
日
　
　
午
前
在
宅
密
書
。

　
　
午
後
同
右
。
夜
型
心
庵
に
ゆ
く
。
宿
泊
．

八
月
十
二
臼

八
月
十
三
周

八
月
十
四
日

八
月
十
七
臼

八
月
十
八
臼

夜
洗
心
庵
に
ゆ
く

よ
り
長
及
び
毛
利
可
久
君
を
訪
ふ
。

智
　
　
雛
　
重

餅

此
縫
大
に
雨
ふ
る
。
．
午
後
よ
り
黒
蝿
庵
に
入
る

老
師
紀
朔
に
出
立
す

夜
＋
一
時
頃
灘
宅

L
干
晶
倒
石
川
君
を
訪
ぴ
零
～
｛
価
の
事
を
話
し
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
得
能
、
藤
岡
未
だ
鋸
ら

　
　
夜
宇
都
宮
よ
ウ
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
徳
を
買
ぴ
來
り
て
唱
題
。

　
　
深
く
協
幽
が
幽
尚
潔
照
の
士
心
と
共
才
幹
と
に
感
ん
す
。
黒
石
の
名
蝋
“

　
　
な
ど
に
局
促
す
る
は
つ
ま
ら
ぬ
事
湿
り
。
講
か
今
の
樋
．
に
歎
浦

　
　
誠
の
隅
惜
を
以
て
働
く
藩
あ
る

　
　
藤
井
久
太
郎
來
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
磯
　
　
　
一

、
八
月
十
九
目
　
　
午
前
學
狡
に
ゆ
を
書
籍
を
か
る
。
蒲
郡
よ
り
倫

　
　
理
参
考
書
を
よ
み
始
む
。
夜
洗
心
庵
に
ゆ
く

八
月
二
十
錘
　
　
午
前
早
趨
、
ウ
ン
｝
倫
理
學
聖
よ
む
。

　
　
十
時
頃
病
院
に
行
き
斑
安
氏
に
つ
き
隈
の
…
診
察
を
乞
ふ
。
四

　
　
度
な
り
。
併
し
今
の
庭
心
配
な
し
と
云
ふ
。
齢
途
三
竹
君
の

　
　
麗
に
よ
り
誰
販
を
喫
す
σ

　
　
午
後
回
書
。
夜
洗
心
庵
に
ゆ
く

八
月
二
十
ニ
ョ
∴
　
午
前
譲
轡
。
午
後
得
能
欝
來
訪
、
こ
れ
よ
リ

　
　
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悲
哀
を
よ
ま
ん
と
約
す
。
雨
馨
し
ギ
ふ
る
。

　
　
併
し
涼
し
く
な
り
ぬ
。
藤
岡
未
だ
郎
ら
す
と
云
ふ

　
　
夜
洗
心
臓
に
ゆ
く

八
月
二
十
三
員
　
　
午
前
全
書
。
午
後
毛
利
講
詰
る
。
夜
昼
心
庵

　
　
に
ゆ
く

八
月
二
十
四
優
　
　
午
前
墨
校
に
ゆ
く
。
俸
給
を
受
取
る
“
杉
森

　
　
未
「
だ
〕
露
來
せ
す
。
爾
三
日
來
シ
ヂ
ウ
ィ
ッ
ク
倫
理
畢
を

　
　
よ
む
。
慰
に
イ
ブ
セ
ソ
氏
の
海
の
女
な
よ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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暫
醗
研
究
箏
胃
困
＋
八
騨

　
　
夜
洗
薄
霞
に
ゆ
く
。
十
一
陣
．
頃
懸
宅
、
傘
’
月
の
光
わ
が
嚢
室
｛

　
　
に
樹
影
を
う
つ
し
て
さ
し
こ
む
様
、
い
か
に
竜
演
く
灘
か
に

　
　
し
て
心
地
よ
し

遡
八
月
二
十
山
ハ
B
μ
　
　
　
〔
墨
汁
〕

八
月
二
十
・
七
既
　
　
午
前
出
　
校
。
今
井
含
監
よ
り
螺
務
の
引
継
隅
を

　
　
う
く
。
午
後
得
能
盛
る
。
共
に
藤
岡
を
訪
ふ
、
不
在
。
瞬
宅

　
　
後
藤
岡
衆
訪
。
夕
立
よ
り
藤
井
君
を
訪
ふ

八
月
二
牽
八
臼
　
　
午
薦
出
校
。
磯
研
、
佐
野
よ
り
工
務
の
酬
「
織
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
な
な
す
。
午
後
得
能
來
る
。
こ
れ
よ
り
出
立
す
と
い
ふ
。
夜

　
　
石
川
君
な
訪
ふ
て
香
川
氏
の
事
を
頼
む

八
皇
＋
吾
　
午
蘭
校
轟
を
訪
ひ
、
杉
森
を
訪
ふ
ゆ
．
午
後
山

　
　
木
よ
り
父
病
鼠
擁
國
の
旨
を
報
ず
。
余
下
安
藤
町
中
村
に
ゆ

　
　
き
之
を
吊
す
。
佐
野
來
る

　
　
寝
一
思
患
　
の
記
を
よ
み
終
肥
る

九
月
關
日
　
　
咋
霞
よ
の
下
痢
に
て
心
地
あ
し
。
午
前
一
寸
と
佐

　
　
野
な
訪
ふ
。
夜
藤
岡
君
を
訪
ふ
。
同
君
が
明
朝
齢
京
す
る
が

　
　
爲
な
り
。
始
め
て
相
川
と
云
ふ
彫
刻
象
に
逢
ふ

九
月
圃
ず
　
午
諮
佐
野
碧
測
る
。
九
時
よ
り
主
幹
會
議
に
列
す

九
月
三
費
　
　
午
前
出
校
せ
す
讃
書
。
午
後
出
本
鷺
快
談
、
夜
十

　
　
一
時
頃
に
至
る
σ
出
　
本
君
宿
泊

　
　
呂
新
喜
と
去
ふ
入
の
語
録
面
白
し
と
云
ふ

七
海

九
月
匹
日
　
　
午
前
佐
野
鱈
架
り
審
宿
舎
を
見
る
。
山
本
君
齢
る
。

　
　
午
前
九
蒔
頃
よ
り
敷
官
倉
議
始
ま
る
。
慮
Ψ
生
課
の
廓
務
分
掌

　
　
を
申
渡
す
。
午
後
杉
森
君
を
訪
ひ
學
生
課
婚
人
の
分
掌
を
根

　
　
談
し
、
共
に
金
谷
館
に
ゆ
く
。
蒲
原
、
箪
鹿
、
入
江
氏
の
逡

　
　
別
會
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
が

九
月
山
ハ
霞
　
　
午
晶
騨
鼠
－
瀧
欝
…
坐
。
午
ぬ
崩
・
九
時
出
校
、
侃
糠
汝
の
件
あ

　
　
り
。
始
め
て
新
任
の
永
井
と
謂
ふ
入
に
逢
ふ
。
蒲
原
鷺
出
　
立
。

　
　
午
後
，
倫
．
理
葱
Ψ
を
考
ふ
、
よ
邊
考
出
で
す
。
｛
穣
事
由
君
看
る

九
月
七
矯
　
　
、
午
晶
刷
九
瞳
『
出
凝
蟹
。
公
劃
魍
下
宿
に
つ
壷
噺
墾
嘗
の
網
熱
醸

　
　
あ
り
。
余
は
漁
船
心
の
縮
隙
り
ち
と
山
尚
暢
区
に
一
見
え
し
か
、
宮
掲
の

　
　
感
情
を
害
せ
り
。
然
れ
ど
竜
余
は
少
し
も
心
に
疾
し
き
祈
な

　
　
し

　
　
午
後
も
ひ
ぎ
つ
y
き
會
議
あ
り

　
　
夜
難
宅
。
黛
…
内
懸
白
か
ら
す
、
心
底
不
快

　
　
田
部
へ
思
患
の
罷
を
か
へ
す
　
　
　
　
　
　
　
、

九
月
八
目
　
　
午
前
は
別
に
飼
懸
隔
な
さ
す
。
笠
井
生
野
る

　
　
午
後
湯
霞
君
を
訪
ふ
。
松
崎
生
來
訪
。
阿
部
維
継
の
紹
介
に

　
　
て
富
岡
敷
雲
と
云
ふ
適
量
る

　
　
醗
川
町
河
合
君
の
跡
へ
麟
訓
読
と
決
す

　
　
〔
中
絶
〕

十
月
四
濤
　
　
九
月
以
來
何
と
な
く
心
せ
は
し
く
、
・
荘
汝
の
中
に



　
　
一
月
を
経
過
ぜ
り

　
　
世
醒
は
層
門
◎
く
箆
§
◎
①
に
任
し
て
吾
心
の
修
行
を
渤
む
べ
し
。

　
　
か
玉
る
馬
鹿
ら
し
き
浮
世
に
飼
の
望
あ
り
て
局
促
す
る
や
。

　
　
未
纏
の
癖
な
り

　
　
〔
寧
絡
冒

十
月
十
六
碍
　
　
瓶
れ
／
＼
、
す
べ
て
の
物
を
さ
～
げ
て
、
名
竜

　
　
副
魏
も
墨
・
隙
門
も
〔
毛
餓
に
て
大
書
す
〕

十
月
十
七
肩
　
　
午
前
在
宅
、
午
後
三
々
塾
を
訪
ふ
。
断
部
、
森

　
　
内
二
君
來
宅
、
不
在
。
夜
は
考
究

　
．
霜
絶
〕

十
圏
月
鞘
目
　
　
午
前
チ
ー
レ
を
よ
む
。
九
時
頃
出
校
。

　
　
午
後
野
宿
＾
曾
に
あ
り
、
フ
ラ
イ
ー
3
ラ
ル
を
講
隅
み
、
四
時
遡
縣
脚

　
　
宅

　
　
佐
野
、
寄
留
含
員
少
し
と
不
畢
を
去
ふ

　
　
液
無
芸
燈
の
丈
を
草
す
、
後
静
坐

　
　
〔
以
下
な
し
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
谷
啓
治
編
｝

鑓

｝
い

西
囲
甜
幾
塾
撚
餓
…
士
遽
槙
…
號

噸
書
算
災
三
遍
ニ
ッ
ィ
テ
：

　
私
の
噺
繭
迎
に
ウ
い
て
（
維
償
畜
・

　
♂

臼
記
抄
嶺

　
璽
田
図
め
瓶
撚
ひ
出
・
：
：

　
欝
害
の
蘇
究
一
の
生
れ
る
ま
で
・

　
鳩
所
と
コ
ー
ラ
・
：
：
…
・
：

：
交
推
欝
士
褥
田
幾
多
郎

’
丈
學
欝
云
西
照
幾
鯉
・
ッ
郎

　
丈
醗
樗
ナ
許
野
砲
騨

・
交
箪
士
島
浴
穣
三

．
突
學
博
ま
山
内
得
立

，
0
9

0
謝

践
　
　
総
　
　
第

七
職


